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１ テーマについて

「共に学び合える授業の創造」

共に学び合える

学級の中で何でも話し合える，認め合える雰

囲気の中で，自分の問いをもち，友だち
と共に学び合いながら問題を見出し，
その問題の解決を図っていくこと



２ 助成で購入した機器

•液晶ディスプレイ

•ディスプレイスタンド

•書画カメラ

•顕微鏡アダプター

•デジタル教科書



３ 単元について

① 単元名 水のすがたと温度

② 単元の目標

水の状態に着目して，温度の変化と関係付け
て，水の状態の変化を調べる活動を通して，そ
れらについての理解を図り，実験などに関する
技能を身に付けるとともに，主に既習の内容や
生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を発想
する力や主体的に問題解決しようとする態度を
育成する。



学び合いのための手立て

①身近な自然現象との出合わせ方と学習課題作り

②理科の見方・考え方の分類・可視化

③理科の見方・考え方を視点とした振り返り



４ 実践 ①身近な自然現象と出会う

問いを生む自然の事物・現象との出会い

凍った水たまり 凍ったバケツの水



４ 実践 ①個々の疑問から集団の疑問へ



４ 実践 ①個々の疑問から集団の疑問へ

温度・状態変化 見た目・様子 成分 用途 性質

①「何度で氷？」 ②「何度で沸騰？」

③「ぶくぶくの正体は？」



４ 実践 ①実験案の共有



児童の変容のまとめ

〇 児童全員の疑問をすべて取り上げ，それをま
とめて全体の疑問としたことで，集団としての
学習課題を自分事として捉えられるようになっ
た。

○ 学習課題が自分事となったことで，児童が主
体的に学習したり，互いに交流したりするよう
になった。



４ 実践 ①Sさんの実験案



学び合いのための手立て

①身近な自然現象との出合わせ方と学習課題作り

②理科の見方・考え方の分類・可視化

③理科の見方・考え方を視点とした振り返り



４ 実践
②理科の見方・考え方の分類・可視化



４ 実践 ②カードを使った価値付けの様子



４ 実践 ②カードを使った価値付けの様子



４ 実践 ②カードを使った価値付けの様子



４ 実践 ②Sさんの変容１



４ 実践 ②Sさんの変容１



４ 実践 ②Sさんの変容２



４ 実践 ②Sさんの変容２



児童の変容のまとめ

○ 児童が働かせた思考を基に，働かせた見方・
考え方を分類・可視化し，それらを用いて児童
の思考を価値付けしていったことで，進んで見
方・考え方を働かせるようになった。また，学
び合いの共通言語になった。



学び合いのための手立て

①身近な自然現象との出合わせ方と学習課題作り

②理科の見方・考え方の分類・可視化

③理科の見方・考え方を視点とした振り返り



４ 実践 Sさんの変容１



４ 実践 Sさんの変容１



４ 実践 Sさんの振り返り



４ 実践 Sさんの振り返り



４ 実践 Sさんの振り返り



４ 実践 ②Sさんの変容２



４ 実践 Sさんの振り返り



児童の変容のまとめ

○ 理科の見方・考え方を働かせ，それを視点に
自分の成長や課題を客観的に捉えられるように
なった。



５ 研究のまとめ
〇 児童全員の疑問をすべて取り上げ，それをまとめて全体の

疑問としたことで，集団としての学習課題を自分事として捉

えられるようになった。

○ 学習課題が自分事となったことで，児童が主体的に学習し

たり，互いに交流したりするようになった。

○ 児童が働かせた思考を基に，働かせた見方・考え方を分

類・整理し，それらを用いて児童の思考を価値付けして

いったことで，進んで見方・考え方を働かせるようになった。

また，学び合いの共通言語になった。

○ 理科の見方・考え方を働かせ，それを視点に自分の成長や

課題を客観的に捉えられるようになった。



ご清聴ありがとうございました


